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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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〈
出
題
〉九
段　

石
榑　

郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉
黒
１
、
３
が
白
の

弱
点
を
つ
く
好
手
段
で
す
。

（
７
分
で
二
、
三
段
以
上
）

日
本
経
団
連

は
、
企
業
献

金
の
指
標
と

し
て
き
た
政

党「
通
信
簿
」

の
作
成
を
止

め
る
方
針
を
固
め
、
3
月
に

も
献
金
へ
の
関
与
廃
止
を
決

定
す
る
と
い
う
。
▼
「
カ
ネ

で
政
治
を
買
う
」や
り
方
が
、

国
民
と
の
関
係
で
も
許
さ
れ

な
い
状
況
の
中
で
表
れ
た
ほ

こ
ろ
び
だ
が
、
経
団
連
は
企

業
献
金
つ
い
て
の
考
え
方
そ

の
も
の
を
変
え
た
訳
で
は
な

い
▼
政
治
腐
敗
の
「
温
床
」

と
批
判
さ
れ
て
き
た
企
業
・

団
体
献
金
の
「
廃
止
」
を
口

実
に　

年
前
に
導
入
さ
れ
た

15

政
党
助
成
金
。
昨
年
は
３
１

９
億
円
余
に
の
ぼ
り
、
企

業
・
団
体
献
金
と
の
二
重
取

り
は
明
ら
か
だ
▼
「
企
業
・

団
体
献
金
の
全
面
禁
止
」
の

公
約
も
う
や
む
や
。
一
方
で

政
党
助
成
金
は
し
っ
か
り
受

け
取
る
―
―
こ
ん
な
構
図
は

ウ
ン
ザ
リ
、
法
律
で
即
時
全

面
禁
止
に
踏
み
切
ら
せ
る
必

要
が
あ
る
。

来
場
者
の
列
は
会
場
の

外
ま
で
延
び
、
最
後
尾

は
駐
輪
場
ま
で
と
続
く

 
埼
玉
県
南
の

署
外
相
談
会
場

あ
る
い
は
厚
労
省
の
非
常
勤

職
員
で
、
い
ず
れ
も
不
安
定

な
有
期
雇
用
で
あ
り
、
解
雇

回
避
努
力
に
値
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
公
労
連
・
全
国
税
は
、

こ
の
問
題
を
す
べ
て
の
国
公

労
働
者
の
課
題
と
位
置
づ

け
、
勝
利
を
め
ざ
し
て
全
力

を
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

　

処
分
取
り
消
し
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
各
地
の
た
た

か
い
と
全
国
的
な
支
援
が
必

要
で
す
。
弁
護
団
や
闘
争
費

用
、
生
活
資
金
の
確
保
も
不

可
欠
で
あ
り
、
必
要
な
財
政

を
確
立
す
る
た
め
、「
緊
急

カ
ン
パ
」
を
全
国
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

全
国
税
も
4
月
に
集
中
し

て
こ
の
「
緊
急
カ
ン
パ
」
に

取
り
組
む
予
定
で
す
。

　
　

◇　

◇　

◇　

◇

　

1
月
以
降
の
業
務
の
混
雑

状
況
等
は
公
表
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
2
時
間
、
3
時
間

待
ち
と
な
っ
て
い
る
窓
口
も

あ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
以

前
よ
り
低
下
し
て
い
ま
す
。

　
「
国
の
責
任
で
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
年
金
制
度
を
つ

く
る
連
絡
会
」
が
2
月
に
厚

労
省
へ
申
し
入
れ
を
行
な
っ

た
際
、
対
応
し
た
年
金
局
総

務
課
長
補
佐
は
、「
退
職
者

も
採
用
す
べ
き
と
の
意
見
は

あ
る
が
、
政
府
の
基
本
計
画

が
あ
る
中
で
困
難
で
あ
る
。

業
務
の
滞
留
を
含
め
て
人
の

補
充
等
に
つ
い
て
大
臣
に
も

対
応
を
求
め
て
い
る
」
と
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
業
務
の

遅
滞
と
滞
留
、
記
録
整
備
に

も
支
障
を
き
た
す
事
態
が
起

き
て
い
ま
す
。

カンパ含め支援の輪広げる

　

社
会
保
険
庁
の
廃
止
に
伴

い
分
限
免
職
（
整
理
解
雇
）

さ
れ
た　

人
の
全
厚
生
組
合

31

員
が
、
１
月　

日
に
人
事
院

18

に
処
分
取
り
消
し
の
申
し
立

て
を
行
い
ま
し
た
。

　

1
月
に
発
足
し
た
日
本
年

金
機
構
は
民
間
か
ら
千
人
を

こ
え
る
正
規
職
員
を
新
規
採

用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

整
理
解
雇
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
客
観
的
必
要
性
、

合
理
的
理
由
も
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
懲
戒
処
分
を
受

け
た
職
員
は
年
金
機
構
に
一

切
採
用
し
な
い
と
し
た
基
準

は
、
二
重
処
分
に
相
当
す
る

も
の
で
違
法
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
間
、
省
庁
組
織
の
改

廃
や
定
員
純
減
で
は
、
雇
用

を
継
承
・
確
保
し
て
き
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
、
免
職
対

象
者
に
示
さ
れ
た
雇
用
確
保

策
は
、
年
金
機
構
の
准
職
員

　
「
応
援
含
め
た
挙
署
一
体

が
大
事
で
あ
り
、
そ
の
こ
と

を
局
署
の
管
理
者
が
全
部
飲

み
込
む
の
が
、
私
の
望
み
」

で
あ
り
、「
職
員
の
最
小
限

の
労
苦
で
最
大
限
の
効
果
を

発
揮
し
、
確
申
期
を
乗
り

は
、
は
や
１
月
段
階
か
ら
連

日
の
超
勤
、
立
ち
っ
放
し
で

体
は
ク
タ
ク
タ
、
難
問
・
詰

問
の
連
続
で
神
経
も
す
り
減

る
毎
日
―
―
現
場
か
ら
聞
こ

え
て
く
る
の
は
、「
今
の
体

制
で
は
職
員
の
体
力
・
気
力

切
っ
て
も
ら
い
た
い
」「
超
勤

の
縮
減
を
大
き
な
目
標
に
、

意
識
を
高
め
て
努
力
す
る
と

い
う
意
思
は
伝
わ
っ
て
い
る

と
思
う
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
し
た
加
藤
長
官
。

　

し
か
し
、
現
場
の
実
態

は
維
持
で
き
な
い
」、「
い
つ

倒
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
」

と
い
っ
た
声
、「
と
に
か
く

相
談
・
審
査
等
に
従
事
で
き

る
職
員
を
増
や
せ
」、「
地
獄

の
超
勤
を
減
ら
せ
」
と
い
っ

た
声
―
―
長
官
の
回
答
な
ど

全
く
現
場
に
浸
透
し
て
い
な

い
と
言
う
声
ば
か
り
で
す
。

　

法
人
調
査
件
数
を
減
ら

し
、
分
厚
い
挙
署
一
体
体
制

に
拡
充
せ
よ
！

　

相
談
開
始
９
時
（
９
時　
15

分
）
の
厳
守
、
５
時
相
談
終

了
を
徹
底
せ
よ
！

　

定
時
退
庁
を
励
行
せ
よ
、

連
日
超
勤
は
さ
せ
る
な
！

　

e
‐
T
a
x
普
及
競
争
を

止
め
、
署
内
e
‐
T
a
x
の

「
３
週
間
還
付
」も
強
要
す
る

な
！

　

相
談
会
場
で
の
交
替
制
励

行
、「
個
資
一
体
相
談
」
は
押

し
つ
け
る
な
！

国公労連
全 国 税

全厚生組合員31人が人事院に「不服申し立て」
違法な分限処分取り消しを

　

一
人
の
病
人
、
死
亡
者
も
出
す
な

  １月下旬　早くも異常事態
【北海道地連・道東支部】　職場実態調査のため、１月
25日から29日の5日間、網走、帯広、北見、釧路の4

署の超勤調査を行いました。その結果、連日超勤が
確認され、各署とも8時過ぎをうかがわす状況であ
り、帯広署では定時退庁日の水曜も全フロアーに灯
りがついたままという状況でした。

　

日　

月
曜
日　

時　

分

25

19

05

　

日　

火
曜
日　

時　

分

26

19

05

　

日　

水
曜
日　

時　

分

27

19

02

　

日　

木
曜
日　

時　

分

28

19

04

　

日　

金
曜
日　

時　

分

29

19

40

　　
帯広署の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全国税帯広分会撮影

申
告
書
を
送
ら
な
い
施
策

【
関
信
地
連
確
申
ニ
ュ
ー
ス
】

　

申
告
書
も「（
申
告
書
送
付

省
略
の
）お
知
ら
せ
ハ
ガ
キ
」

も
送
ら
れ
て
い
な
い
納
税
者

が
多
数
い
た
た
め
、
管
理
運

営
・
個
人
課
税
部
門
は
苦
情

電
話
の
応
対
で
大
混
乱
―
―

結
局
、
前
年
の
申
告
内
容
を

聞
き
と
り
送
付
。

　

計
画
外
の
発
送
事
務
で
テ

ン
ヤ
ワ
ン
ヤ
状
態
、
余
計
な

仕
事
に
職
員
は
ウ
ン
ザ
リ
。

　

こ
の
こ
と
で
、
経
常
事
務

は
滞
留
し
、
申
告
書
の
提
出

は
遅
れ
が
目
立
つ
。

　

な
に
よ
り
、
決
算
書
・
収

支
内
訳
書
を
作
成
し
て
い
な

い
リ
ピ
ー
タ
ー
を
つ
く
り
だ

し
て
い
る
。
ま
さ
に
自
爆
行

為
そ
の
も
の
。

　
「
e
‐
T
a
x
効
果
を
出
す

た
め
」
に
現
場
に
混
乱
を
持

ち
込
む
「
愚
策
」
は
早
急
に

見
直
す
べ
き
。

混
乱
に
拍
車
、
自
爆
行
為
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納
税
者
か
ら
の
苦
情

  
納
付
書
発
送
編

【
近
畿
地
連
】

（
そ
の
１
）
今
回
、
納
付
書

の
発
送
封
筒
表
面
に
は
業

者
の
名
前
が
印
刷
さ
れ
て

い
る
。「
申
告
書
も
来
て

い
な
い
の
に
」「
も
う
納
め

た
」「
こ
の
業
者
は
何
だ
」

と
怒
り
憤
慨
。

（
そ
の
２
）振
り
込
み
詐
欺

と
違
う
か
と
窓
口
で
言
わ

れ
ま
し
た
。

（
そ
の
３
）年
金
受
給
者
の

事
前
指
導
で
申
告
書
を
提

出
し
、
納
税
も
早
々
と
済

ま
せ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。

納
付
書
が
来
た
の
で
来
署

し
、「
既
に
払
っ
て
い
る

の
に
」と
激
怒
。「
署
長
を

出
せ
」と
怒
鳴
り
散
ら
し
、

管
理
運
営
の
統
括
官
が
長

時
間
対
応
し
て
何
と
か
事

な
き
を
得
ま
し
た
。

　

涙
の
連
絡
せ
ん

【
近
畿
・
兵
庫
県
支
部
】

　

総
務
課
長
は
、
苦
情
事

案
発
生
の
つ
ど
「
連
絡
せ

ん
」
で
納
税
者
支
援
官
に

連
絡
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
ん
だ
っ
て
。

　

驚
く
の
は
、「
内
容
が

軽
微
で
、
か
つ
職
員
の
説

明
等
に
よ
り
そ
の
場
で
納

得
を
得
、
後
々
に
苦
情
等

が
再
発
す
る
恐
れ
が
な
い

も
の
も
同
様
に
」。

　

支
援
官
と
総
長
が
好
き

な
だ
け
「
連
絡
せ
ん
」
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
楽
し

む
の
は
勝
手
だ
が
、
そ
の

報
告
書
を
作
ら
さ
れ
る
の

は
、
苦
情
を
受
け
処
理
を

し
た
当
の
職
員
。

　

怒
ら
れ
て
、
説
明
し
納

得
し
て
貰
っ
て
済
ん
だ
と

思
っ
た
ら
、
ね
ぎ
ら
い
の

言
葉
も
な
く
犯
人
扱
い
。

そ
の
上
、「
報
告
・
連
絡
・

相
談
」
せ
え
。
何
が
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
や
。
お
前
ら
八

百
屋
の
ま
わ
し
も
ん
か
。

　

後
ろ
向
き
の
仕
事
ば
か

り
増
や
し
て
。
ポ
ス
ト
待

ち
の
奴
は
エ
エ
わ
な
あ
。

〈
解
答
〉
黒
１
の
置
き
か
ら
３

と
打
つ
の
が
好
手
段
。
白
４

に
黒
５
で
白
死
で
す
。
白
２

で
イ
な
ら
黒
４
白
３
黒
２
で

白
死
。
ま
た
白
２
で
４
な
ら

黒
イ
白
５
黒
２
で
白
死
で

す
。

入れる。
18日　署当局から非常勤職員に対し、「予算ができたので、
3月まで更新できます」との説明がある。
　2010年1月下旬　「2ヵ月前雇い止め」通告
28日　当局が行った非常勤職員との面接の中で、「3月まで」
が強調されたため、確認したところ、「そうです」との回答
がある。本人は憤慨し、全国税本部に電話を入れ、「悔しい、
納得できない」と訴える。
29日　分会は署長交渉議題に「非常勤職員に対する正当な
理由のない雇い止めは行わないこと」を追加する。
　2010年2月段階の一連の経緯
10日　東京地連は局長交渉で「四谷署問題」を追及――局
長は「対応に問題があった。非常に残念に思っている。この
ような事態が起きないよう、今後事務運営指針を改正する
などして対応したい」と回答する。
15日午前　東京西支部を中心に四谷署前早朝宣伝と要請行
動を展開――非常識な対応に抗議し、分会要求に誠実に応
えるよう申し入れる。
午後　四谷署長交渉で、分会は、①正当な理由なき雇い止め
は行うな、②現場で必要な職員であり、継続雇用すると回答
せよと迫る。これに対し署長は、①１年を超えて継続雇用
している人は必要と認識しているが、継続雇用は約束でき
ない。これから面接やヒヤリングを行う、②長期雇用者の

　

非
常
勤
職
員
の
均
等
待
遇

実
現
に
力
を
入
れ
て
い
る
国

公
一
般
は
、
2
月　

日
、
四

17

谷
税
務
署
長
に
対
し
、「
非

常
勤
職
員
の
雇
い
止
め
は
行

わ
ず
、
本
人
か
ら
の
辞
職
の

申
し
出
が
な
い
限
り
継
続
雇

用
せ
よ
」
と
申
し
入
れ
、
誠

実
な
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
国
税
局
に

も
、「
4
月
以
降
も
継
続
雇

用
す
る
と
、
な
ぜ
四
谷
署
当

局
は
答
え
な
い
。
上
部
機
関

と
し
て
四
谷
署
を
指
導
せ

よ
」
と
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

対
応
し
た
局
補
佐
は
「
四

谷
署
は
、
本
人
の
希
望
を
尊

重
す
る
と
分
会
に
回
答
し
て

お
り
、
こ
の
言
葉
を
汲
み

と
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
の

弁
明
に
終
始
し
ま
し
た
。

　

2
月　

日　

国
公
一
般
と

22

四谷署雇い止め阻止のたたかい

　2009年12月
　「2日前の雇い止め」通告
16日　「12月18日を最後に不採用」
という内容の文書が特定の非常勤職
員に手渡される。
17日　東京地連は「決められたルール
も守らず、大問題だ」と局窓口に申し

意向を聞き、更新希望者が枠内であれば更新する、
枠を超えれば総合勘案した上で採用する等の回答
に止まる。
17日午後　「国公一般」が四谷署長に、「非常勤職
員の雇い止めは行わず、本人からの辞職の申し出
がない限り継続雇用せよ」と要求書を提出する。
19日午後　署当局から四谷分会に対し、「現在仕
事をしている方全員と面接し、希望や意見を聞い
た上で、4月からの雇用については本人希望を尊
重する方向で検討している。本人には来週結果を
知らせる」と回答。
　分会は、「回答は承服できない。要求に応える具
体的回答を再度行え」と申し入れると同時に、「曖
昧な回答に終始するなら、当局は社会的批判を浴
びることになる」と通告する。
午後　「国公一般」が国税局に対し、四谷署へ指導
を求める。

22日8時　「国公一般」と「新宿国公」の仲間が
結集し、四谷署門前で宣伝行動を展開する。
9時すぎ　署当局から四谷分会に対し「非常勤職員
と面接した結果、23名が引き続き勤務を希望して
おり、希望する全員の方々に4月～6月の勤務を
お願いすることになる。公募は行わない」との回
答がある。
10時　署当局が「国公一般」に対し、「本日、個
別に『4月以降もお願いします』と伝えることにし
ている」と回答する。

　

■
雇
用
の
確
保
と
契
約
更
新
の
際
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

制
度
確
立
に
つ
い
て
■

１　

契
約
更
新
に
際
し
、
一
方
的
な
「
雇
い
止
め
」

を
行
わ
な
い
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、「
解
雇
権
濫
用

法
理
」
を
適
用
す
る
と
と
も
に
、
合
理
性
・
納
得

性
の
な
い
更
新
回
数
制
限
も
行
わ
な
い
こ
と
。

２　

契
約
期
間
中
途
で
の
一
方
的
、
恣
意
的
な
解

雇
も
行
わ
な
い
こ
と
。
更
新
打
ち
切
り
の
場
合
、

少
な
く
と
も
1
ヵ
月
以
上
前
の
予
告
と
打
切
り
理

由
の
明
示
を
前
提
条
件
と
し
、
1
ヵ
月
未
満
通
知

の
場
合
は
解
雇
予
告
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
。

３　

労
働
時
間
・
日
数
削
減
は
行
わ
な
い
こ
と
。

　

■
社
会
保
険
加
入
と
休
暇
取
得
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拡
充
に
つ
い
て
■

１　

加
入
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
は
、
雇
用
保

険
、
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
に
加
入
さ
せ
る
こ
と
。

あ
わ
せ
て
、
加
入
資
格
の
喪
失
に
つ
な
が
る
労
働

時
間
・
日
数
の
変
更
は
行
わ
な
い
こ
と
。

２　

雇
用
中
断
に
よ
る
有
給
休
暇
日
数
の
不
利
益

を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
早
急
に
1
月
か
ら
有
給

休
暇
を
取
得
で
き
る
運
用
に
変
更
す
る
こ
と
。

　

■
不
当
労
働
行
為
の
根
絶
に
つ
い
て
■　

１　

意
見
申
し
出
等
や
労
働
組
合
加
入
を
憎
悪

し
、
敵
視
す
る
不
法
行
為
は
行
わ
な
い
こ
と
。

要求前進！ 希望者全員継続雇用に

　　2ヵ月連続で
　　　　雇い止め通告

「
四
谷
署
雇
い
止
め
」
阻
止
へ

　
「
こ
れ
ま
で
長
く
勤
め
て

き
た
か
ら
」「　

歳
を
超
え
た

60

か
ら
」「
パ
ソ
コ
ン
操
作
に
問

題
が
あ
る
か
ら
」「
管
理
運
営

部
門
の
業
務
に
不
向
き
だ
か

ら
」
等
々
の
理
由
で
、
当
局

は
現
場
に
欠
か
せ
な
い
存
在

と
な
っ
て
い
る
非
常
勤
職
員

を
一
方
的
・
恣
意
的
に
雇
い

止
め
に
し
て
い
ま
す
。

　

直
近
に
発
生
し
た
「
東
京

局
四
谷
税
務
署
雇
い
止
め
」

　　東京・霞が関で働く
　国家公務員や非常勤
　職員、派遣労働者で組

織する労働組合です。また、全国の国家機関（公
務職場や外郭団体）などで働く労働者なら誰でも
入れる組合です。いま力を入れている課題は、長
時間・過密労働やサービス残業をなくすこと、非
常勤職員の均等待遇を実現することです。

国公一般とは

新
宿
国
公
の
仲
間
が
四
谷
署

門
前
で
８
時
か
ら
1
時
間
半

に
わ
た
っ
て
宣
伝
行
動
を
展

開
し
た
後
、
署
要
請
を
行
な

い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
よ
う
や
く

署
当
局
に
「
本
日
、
個
別
に

『
4
月
以
降
も
お
願
い
し
ま

す
』
と
伝
え
る
」
と
回
答
さ

せ
、
一
連
の
要
請
行
動
を
終

結
さ
せ
ま
し
た
。

守
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
公
労
連
・
全

国
税
は
、
①
「
定
員
外
職
員

の
常
勤
化
防
止
に
つ
い
て
」

の
閣
議
決
定
（
昭
和　

年
）

36

の
撤
廃
、
②
雇
用
の
安
定
、

均
等
待
遇
な
ど
を
図
る
法
制

度
の
整
備
を
強
く
求
め
て
い

ま
す
。

　
「
日
々
雇
用
の
非
常
勤
職

員
の
任
用
・
勤
務
形
態
に
つ

い
て
見
直
す
べ
く
検
討
、

日
々
雇
用
以
外
の
非
常
勤
職

員
に
つ
い
て
も
今
後
更
に
必

要
な
方
策
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
」（　

年
人
勧
報
告
）、

09

今
年
度
内
に
総
務
省
か
ら
そ

う
し
た
検
討
結
果
が
示
さ
れ

る
見
込
み
で
す
。
現
時
点
で

そ
の
内
容
は
不
透
明
で
す

が
、
い
づ
れ
に
し
て
も
新
政

権
の
下
で
、
庁
は
「
3
ヵ
月

更
新
」
の
見
直
し
を
迫
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
左
記
）
は
、
ま
さ
に
非
常
勤

職
員
を
「
モ
ノ
の
よ
う
に
扱

う
」
当
局
の
体
質
が
露
呈
し

た
も
の
で
す
。

　

他
省
庁
に
例
を
み
な
い
国

税
庁
の
「
3
ヵ
月
更
新
」
が
、

非
常
識
な
雇
い
止
め
を
頻
発

さ
せ
る
根
源
と
な
っ
て
お

り
、
全
国
税
は
、
少
な
く
と

も
「
1
年
更
新
」
に
変
更
す

る
よ
う
求
め
る
と
と
も
に
、

最
低
限
左
記
の
3
項
目
の
厳

当
局
に
警
告
！　

3
項
目
無
視
は
許
さ
れ
な
い

国公一般
  
署
・
局
要
請
行
動
で
底
力
を
発
揮

ハンドマイクを手に四谷署前で訴える国公一般川村委員長

宣伝行動に駆けつけ、ビラを配る新宿国公の仲間たち

諸悪の根源
「3ヵ月更新」

許許ささなないい恣恣意意的的雇雇いい止止めめ
非常勤職員をモノのように扱うな


